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ごあいさつ

みんながつながる楽しくひらかれた資料館。

私たちは大東市立歴史民俗資料館を運営していくにあたり、このような資料館を目指していくことをミッ

ションといたしました。「みんな」のなかには、来館者、市民の方、地域の方、地元企業の方、そして私たち

学芸員・職員や市民学芸員といった「人」はもちろんのこと、収蔵資料である「モノ」やそのモノにまつわる

「情報」も含まれています。「人」と「人」、「人」と「モノ」、あるいは「人」と「情報」をつなぎ、誰もが「モ

ノ」や「情報」にアクセス可能で「ひらかれた」資料館を目指します。

こうして文章にまとめてしまうと、総花的でどこのミュージアムにもあてはまるミッションのように映りま

す。しかし、来館者とは誰なのか、来館しない／できない市民へはどうしたらよいのか、つなぐためには何を

すべきなのか、明文化していくために具体的な議論を重ねてきました。これまでもひとりひとりには資料館は

「こうあるべき」「こうしたい」があったと思います。何となく共有されていた方向性を、組織として発展して

いくために、言語化し、組織の言葉として紡ぎ直しました。

これからつくる「みんながつながる楽しくひらかれた資料館」。

まだまだ組織として未熟なところが多々あるかと存じますが、より多くの方のために存在する資料館となる

よう、来館者、市民の方、地域の方、地元企業の方、ご同業の方、さまざまなお立場から叱咤激励の言葉をい

ただければ幸いです。

2018.6.1 大東市立歴史民俗資料館

館 長 たけい ふたば
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大東市立歴史民俗資料館 職員（平成 30年 3月 31日現在）
名 誉 館 長 笠井 敏光

専門は、考古学・文化政策学。市民を主体とする考古学、市民大学や市民学芸員システムの構築
とともに、文化プロデューサーとして各地の文化を活かしたまちづくりに関わる。また日韓の市
民国際交流ネットワークにも参加している。

館長・エデュケーター 武井 二葉

奈良大学にて美術史を学んだのち、博物館・美術館教育を専攻、博物館・美術館にて実践を重ねる。
2009 年より大東市立歴史民俗資料館学芸員として勤務。その他、大阪経済大学非常勤講師（『博
物館情報メディア論・展示論」）など。

副 館 長 大畑 博嗣

大谷大学真宗総合研究所 研究補助員、大谷大学研修員を経て、2012 年 4月より現職。中世堺に
おける仏教教団史が主たる研究テーマだが、明治期の真宗寺院再建史や近代の真宗大谷派学事史
に関する論文も執筆。資料館では文献史料を担当。

学 芸 員 河島 明子

大阪教育大学、同大学大学院で西洋美術史を専攻。博物館実習をきっかけに博物館教育に関心を
持ち、総合研究大学院大学研究生として展示学を学ぶ。明石市立文化博物館、国立民族学博物館、
枚方市役所を経て 2016 年 9月より現職。スクールプログラム（団体見学や出張授業等）を担当。

学 芸 員 甲斐 規予子

京都造形芸術大学歴史遺産学科・文化財保存修復コースを専攻。卒業後は、国立民族学博物館で
収蔵庫や標本資料の管理を勤めた。2016年9月から資料館に在職。民俗資料収蔵庫の収蔵展示に、
市民学芸員と共に取り組んでいる。

職 員 森井 綾乃
2017 年京都市立芸術大学大学院美術研究科工芸専攻染織修了。2014 年 8月より勤務。主に展示
や広報物の制作・デザイン、染織ワークショップなどを担当している。

大東市立歴史民俗資料館市民学芸員（平成 30年 3月 31日現在）

浅野 純郎、安達 昌代、石田 薫、磯脇 清美、礒脇 晃一、伊藤 忠男、伊藤 幸美、

上野 繁、氏原 稔夫、大薗 美貴子、大藪 庸子、岡島 怜子、柿木 薫、加茂 伸子、

北野 武司、栗山 登志子、黒川 喜和子、桒原 妙子、小泊 繁美、柴田 俊雄、

竹元 智子、田里 孝子、為則 照子、為則 泰明、冨増 由起子、中下 志津子、

中西 昭治、中村 義之、西川 瑞代、野村 智恵美、服部 悦子、林田 惠子、

檜垣 一美、平尾 和久、平尾 寿美子、広田 美和、前田 喜久子、前田 幸子、

松田 薫、水永 八十生、森本 長茂、安川 和恵、和久田 隆夫、西本 明子、

松下 茂子、金澤 涼子、金澤 涼夏



I 館報

１ 資料館事業報告
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１

展示 ・展示関連事業

展示関連事業
ランチョンマットを染めよう！

展示関連事業
つつんであそんでオリジナルおべんとう風呂敷づくり

展示関連事業
食品サンプル制作体験「おすしをつくろう！」

【日 時】平成 29年 7月 23日 /8 月 6日 /8 月 20 日（日）

10:00 － 11:00

【参加者数】36 名（延べ人数）

【担 当】河島明子

【内 容】「弁当」についての展示解説を行ったのち、思い出

の弁当をテーマに風呂敷にスタンプで模様をつけた。

企画展
れきみん食堂
―うつわの中の文化史―

【日 時】平成 29年 7月 16日 /8 月 13 日 /8 月 27 日（日）

13:00 － 14:30

【参加者数】 58名（延べ人数）

【担 当】森井綾乃

【内 容】板締めや絞りといった技法で、ランチョンマット

を藍染で染めた。

【日 時】平成 29年７月 30日（日） 13:00 － 14:00

【参加者数】34名

【担 当】株式会社デザインポケット

【内 容】食品サンプルの歴史についての講義があったのち、

寿司の食品サンプルを制作した。

【日 時】平成 29年 7月 1日（土）～ 9月 3日（日）

【参加者数】1621 名（期間中入館者数）

【担 当】武井二葉、大畑博嗣、河島明子、甲斐規予子、

森井綾乃

【内 容】 古代から現代にいたるまでの食にまつわる

文化や歴史を紹介。煮炊きに使用した土器などの考古資

料、重箱や弁当箱といった民俗資料、地域の植生の食用

利用、食にまつわる文献史料を展示。
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春季展
観音さんへの散歩道
―野崎まいりをめぐる物語―

入場無料
ᵑ月ᵏᵗ日（日）～ᵔ月ᵒ日（日）

午前ᵏᵎ時～午後ᵖ時
第一・第三火曜日休館

入場入場無料
日（日）～ᵔ

時～午後
・第三火曜日休館

時～午後ᵖ時
・第三火曜日休館

ᵔ月ᵒ日（日）
時～午後ᵖ時

日（日）
無料

月 日（日）日（日）

平成ᵐᵗ年度
春 季 展

大東市立歴史民俗資料館

１

展示 ・展示関連事業

【日 時】平成 29年 3月 20日（月・祝） 13:00 － 16:00

【参加者数】33名

【講 師】桂出丸さん（落語家）、笠井敏光

【内 容】桂出丸さんによる落語「野崎詣り」に加えて、学

芸員による落語解説、野崎観音の現地解説を行った。

※平成 28年度末実施事業

展示関連事業
野崎まいりをめぐる物語 ―落語と現地案内―

【日 時】平成 29年 3月 19日（日）～６月４日（日）

【参加者数】1138 名（期間中入館者数）

【担 当】三桝友梨香、大畑博嗣

【内 容】メインテーマは、野崎まいりをめぐる物語。

野崎駅から野崎観音までの参道に見立てた展示室で、野

崎観音とともに過ごしてきた地元の人々が語る物語、そ

して落語や文楽の題材として全国的に広く親しまれてい

る物語など、野崎観音にまつわる様々な物語を紹介。
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１

展示 ・展示関連事業

冬季展
なつかしく、あたらしい
ちょっとむかしのくらし

【日 時】平成 30年 1月 14日（日）～ 3月 4日（日）

【参加者数】1343 名（期間中入館者数）

【担 当】河島明子、市民学芸員

【内 容】家のなかでつかう道具の移り変わりをテーマ

として展示。現代になり見直された懐かしい道具やむか

しのくらしの「あたらしさ」を紹介。

展示関連事業
れきみんカーニバルwith 小さいとこネット

【日 時】平成 30年２月 17日（土） 13:30 － 16:00

【参加者数】 131 名（延べ人数）

【講 師】 市民学芸員、篠山チルドレンズミュージアム、童

話とおもちゃのミュージアムわらべ館、きしわだ自然史資料館、

高槻市立自然博物館、咲くやこの花館、八尾市立しおんじやま

古墳学習館、大阪府立弥生文化博物館。 PL：河島明子

8

１

展示 ・展示関連事業

文化庁地域の核となる美術館・歴史博物館支援事業
ＴＡＴＳＵＭＡ
－くらしとまつりー

【日 時】平成 29年 10月 1日（日）～ 12月 3日（日）

【参加者数】1148 名（期間中入館者数）

【担 当】武井二葉、大畑博嗣、河島明子、甲斐規予子、

森井綾乃

【内 容】平成 27年に解体された龍間（経寺）地区の

だんじりの彫物、幕、古文書といった関連資料を展示。

また石工道具や氷づくりという龍間の産業についても紹

介。

展示関連事業
現地見学会－龍の尻尾をおいかけて－

【日 時】平成 29年 11月 7日（火） 14:00 － 17:00

【参加者数】 20名

【担 当】武井二葉、大畑博嗣

【内 容】 展示で紹介した龍間の歴史や文化財を中心に、現

地を案内。

展示関連事業
ミニだんじりをつくろう！かざろう！はしらせよう！

【日 時】平成 29年 11月 19日（日）

① 10:30 － 12:00 ② 13:30 － 15:00

【参加者数】8名（延べ人数）

【担 当】河島明子

【内 容】展示室で彫物や幕を紹介したのち、牛乳パックを

利用してミニチュアだんじりをつくった。
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2

学芸員体験講座

ࡈᜒ᬴˳ᑸՃܖ

【日 時】平成 29年４月 22日 /5 月 27 日 /6 月 24 日 /7

月 22 日 /8 月 26 日 /9 月 30 日 /10 月 28 日 /12 月 16 日

/1 月 27 日 /2 月 24 日 /3 月 24 日（土） 14:00 － 16:30

【参加者数】194 名（延べ人数）

【担 当】岡村喜史さん（大東市市史編纂委員）、

笠井敏光、武井二葉、大畑博嗣、河島明子、

甲斐規予子

【内 容】第１回 ガイダンス・大東の歴史

第 2回 美術資料の見方・調べ方

第 3回 文献資料の見方・調べ方

第 4回 企画展レクチャー

第５回 考古資料の見方・調べ方

第６回 展示のプロセスと方法

第７回 外部講師による講座

第８回 近隣の博物館見学

第９回 民俗資料の見方・調べ方

第 10回 レファレンス

第 11回 市内文化財見学

第 12回 まとめ

10

１

展示 ・展示関連事業

春季展
文化財指定記念
野崎観音の信仰

【日 時】平成 30年 3月 17日（土）～5月 27日（日）

【参加者数】－名

【担 当】大畑博嗣、森井綾乃

【内 容】慈眼寺の本尊である「十一面観音立像」が市

の指定文化財に指定されたことを記念した展示。調査成

果や仏像の見方についてわかりやすく解説、慈眼寺が所

蔵する史料も展示。

展示関連事業
講演会＋見学会「野崎観音を知る・見る」

【日 時】平成 30年4月 15日（日） 13:00 － 16:00

【参加者数】－名

【講 師】 吉原忠雄さん（大阪大谷大学非常勤講師）

大畑博嗣

【内 容】 指定文化財の指定にあたり調査を行った吉原さん

より仏像の特徴や味方を解説。その後、展示と現地の案内。

※平成 30年度事業
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３

ᜒࠖ෉ᢔ事業

公民館
古文書入門講座「郷土の古文書を知る」
【日 時】平成 29年 6月 20日（水）/6 月 27日（水）

/7 月 4日（火） 15:00 － 17:00

【参加者数】39名（延べ人数）

【担 当】大畑博嗣

【内 容】公民館からの依頼を受けて、実施。郷土に関

する古文書を読み解く古文書講座。平野屋新田会所に関

わる古文書を中心に解説。

阪南大学
博物館資料論
【日 時】平成 29年 7月 2日（日） 10:00 － 16:00

【参加者数】21名

【担 当】大畑博嗣、河島明子、甲斐規予子

【内 容】阪南大学からの依頼を受け、実施。博物館資料

論を実地で学べるよう館蔵資料を活用し、講義と実習を行っ

た。

大谷大学博物館学課程
博物館実習事前講義
【日 時】平成 29年 7月 5日（水）16:20 － 17:50

【参加者数】19名

【担 当】大畑博嗣

【内 容】大谷大学からの依頼を受け、実施。これから

博物館実習に臨む学生に対して、資料館の概要や業務内

容について講義。
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３

ᜒࠖ෉ᢔ事業

近畿民具学会
40 周年紀念シンポジウム「民具で未来をひらく」

【日 時】平成 29年 5月 21日（日） 10:40 － 16:40

【参加者数】40名

【担 当】武井二葉

【内 容】近畿民具学会からの依頼を受け、講師派遣。

「市民学芸員と旅するミュージアム～未関心層へのアウ

トリーチ」というタイトルで、今後行っていく出前事業

について説明。

大東市立野外活動センター
大東市立歴史民俗資料館の民具を使って！民具×米作り体験

大阪産業大学工学部
教養科目講義「大阪産業大学と社会」
【日 時】平成 29年 5月 2日（土） 10:40 － 12:10

【参加者数】151 名

【担 当】大畑博嗣

【内 容】大阪産業大学からの依頼を受けて実施。工学

部 1回生の一般教養科目として、「大東の歴史と名所・

旧跡」についての講義を行った。

【日 時】平成 29年 5月 3日（水・祝）/5 月 28日（日）

/6 月 4 日（日）/10 月 9 日（月）/11 月 3 日（金・祝）

/11 月 25日（土） 10:00 － 15:00

【参加者数】245 名（延べ人数）

【担 当】甲斐規予子

【内 容】第 1回 苗床づくり＆わら細工体験

第２回 代掻き

第 3回 田植え

第 5回 稲刈り

第 6回 脱穀

第７回 試食

野外活動センターからの依頼を受けて実施。田舟、馬鍬

といった所蔵民俗資料を活用した米づくり体験。
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３

ᜒࠖ෉ᢔ事業

公民館
古文書サークル
【日 時】平成 29年8月 22日 /9 月 26 日 /10 月 24 日

/11 月 14 日 /12 月 12 日 / 平成 30 年 1 月 23 日 /2 月 27

日 /3 月 27 日（火）14:00 － 16:30

【参加者数】46名（延べ人数）

【担 当】大畑博嗣

【内 容】 公民館・古文書サークルからの依頼を受け、

実施。古文書講座終了後、参加者より古文書を解読して

いく講座が立ちあがったため、講師として協力。

大東市産業振興課
第２回市内「企業＆施設」探検ツアー」
【日 時】平成 29年8月 23日（水） 13:00 － 16:00

【参加者数】18名

【担 当】武井二葉

【内 容】大東市産業振興課からの依頼により、「ものづく

りの今と昔を学ぼう！」をテーマに明星金属工業株式会社

の工場見学と資料館の収蔵庫見学を行った。

京都橘大学
公共施設論
【日 時】平成 29年8月 31日（木） 10:30 － 12:00

【参加者数】7名

【担 当】武井二葉

【内 容】京都橘大学からの依頼を受け、実施。施設見学

を行ったのち、公共施設の役割と意義について講義。
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シニア観光大学
大東の歴史①・②
【日 時】平成 29年 7月 20日 /10 月 5日（木）

10:00 － 12:00

【参加者数】46名（延べ人数）

【担 当】武井二葉

【内 容】シニア観光大学の依頼を受け、大東市の歴史、

企画展解説、龍間地区の歴史などについて講義。

篠山チルドレンズミュージアム
つつんで、あそんで、オリジナルおべんとう風呂敷づくり

【日 時】平成 29年 8月 3日（木）

11:00 － 12:00/13:30 － 14:30

【参加者数】23名（延べ人数）

【担 当】河島明子

【内 容】篠山チルドレンズミュージアムからの依頼を

受けて、実施。企画展の紹介と資料解説をしたのち、風

呂敷に模様をつけた。

大阪国際大学
博物館実習事前実習
【日 時】平成 29年 7月 8日（土） 9:30 － 14:30

【参加者数】6名

【担 当】武井二葉、大畑博嗣、河島明子、甲斐規予子

【内 容】 大阪国際大学からの依頼を受け、実施。こ

れから博物館実習に臨む学生に対して、収蔵資料を活用

して、その取扱いを中心に実習。
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進化系アーカイブと旅するミュージアム事業
介助犬のひろば
【日 時】平成 29年 12月 3日（日） 10:00 － 17:00

【参加者数】200 名 （期間中入館者数）

【担 当】武井二葉、河島明子

【内 容】 介助犬の普及啓発イベントにおいて、出前

講座を実施。聴覚障がい者に対して、だんじりのお囃子

を抱っこスピーカーなどを用いて体感できるよう展示。

進化系アーカイブと旅するミュージアム事業
だんじりを活用した文化財の鑑賞授業
【日 時】平成 29年 10月 19日（木）8:30 － 13:00

【参加者数】145 名

【担 当】武井二葉、河島明子

【内 容】 近隣に文化財に乏しい地域における、だん

じりを素材にした授業を検討。神戸市立鹿の子台小学校

において、鑑賞を中心とした授業を実施。

【日 時】平成 29年 8月 7日（月） 13:30 － 14:30

【参加者数】16名

【担 当】武井二葉

【内 容】有料老人ホームにて「ちょっとむかしのくら

しとまつり」をテーマに出張展示（8月7日－8月18日）

を実施。また、展示解説を実施した。

進化系アーカイブと旅するミュージアム事業
きいて、さわって、ちょっとむかしのくらしとまつり

16
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深北緑地公園
レンコン掘り隊
【日 時】平成 29年 11月 12 日（日） 10:00 － 12:00

【参加者数】35名

【担 当】河島明子

【内 容】深北緑地公園からの依頼を受けて、実施。公

園内のレンコン畑を用いて、関連する民俗資料を紹介し

た後、レンコンを掘る体験。

旧南郷村の歴史を考える会
大東の絵馬～「神社探訪・絵馬案内」、その後
【日 時】平成 29年 11月 12日（日）14:00 － 16:00

【参加者数】26名

【担 当】武井二葉

【内 容】平成 22年度特別展「神社探訪・絵馬案内」をきっ

かけに行った「絵馬」の調査の成果を報告。大東市の特徴だっ

た絵馬や、ガラス絵馬について説明。
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市内小学校
団体見学利用実績

ἋἁὊἽἩἿἂἻἲ

小学校講師派遣事業

日 時 学 校 名 学 年 担 当 内 容 人 数

10月 4日（水）住道南小学校 3年生 河島明子、武井二葉 洗濯板体験 77名

10月 6日（金）住道南小学校 3年生 河島明子 昔の写真・昔のくらし 77名

1月 11日（木）氷野小学校 1年生 河島明子、森井綾乃 糸車体験 104 名

1月 15日（月）灰塚小学校 1年生 河島明子、森井綾乃 糸車体験 96名

1月 22日（月）北条小学校 1年生 武井二葉、森井綾乃 糸車体験 53名

1月 29日（月）氷野小学校 3年生 河島明子、大畑博嗣 昔の写真・昔のくらし 113 名

2月 8日（月）寝屋川市立桜小学校 1年生 河島明子、甲斐規予子 糸車体験 68名

2月 13日（火）四条小学校 1年生 武井二葉、甲斐規予子 糸車体験 84名

3月 8日（木）住道北小学校 3年生 河島明子、武井二葉 洗濯板体験 60名

洗濯板２校、昔の写真・くらし２校、糸車５校 合計９校 732 名

日 時 学 校 名 学 年 人 数

1月 18日（月）北条北小学校 ３年生 82名

1月 25日（火）三箇小学校 ３年生 85名

1月 26日（水）深野小学校 ３年生 85名

2月 2日 （木）南郷小学校 3年生 96名

2月 7日 （金）四條畷学園小学校 3年生 55名

2月 19日（土）住道北小学校 3年生 60名

2月 22日（日）四條畷学園小学校 3年生 32名

合計 6校 495 名

18
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こども染織実験教室
【日 時】平成 29年 9月 17日/10 月 22 日 /11 月 26 日

/12 月 24日 /平成 30年 1月 28日（日）13:00 － 14:30

【参加者数】29名 （延べ人数）

【担 当】森井綾乃

【内 容】紅花・藍などの植物染料による染色体験や簡

易な機織り体験など子どもを対象とした染織教室。

第９回小さいとこサミット IN大東
小さいからできる！ミュージアムと"じゃないとこ＝異業種"との連携

【日 時】平成 30年 2月 16日（金） 10:00 － 12:00

2 月 17日（土） 13:00 － 17:30

【参加者数】131 名（２日間合計）

【担 当】河島明子

【内 容】小規模博物館が抱える課題や悩みを共有する

ために組織された「小規模ミュージアムネットワーク」。

同会が年１回主催するサミットの開催館となり、異業種

との連携をテーマに交流をはかった。



しゅうぞうこ

守り・伝える

工夫を調べる

I 館報

� ᑸՃ事業報告ܖൟࠊ

20

6

உКλ᫾ᎍૠ

月

開 館

日 数

一般来館者数 団体来館者数 事 業

参加者数

来館者数

合 計大人 子ども 計 大人 子ども 計

4月 28 257 129 386 0 0 0 98 484

5 月 29 276 129 405 11 4 15 345 765

6 月 28 216 132 348 99 0 99 157 604

7 月 29 396 388 784 44 0 44 252 1080

8 月 29 305 316 621 11 74 85 228 934

9 月 28 207 109 316 0 0 0 122 438

10 月 29 280 119 399 53 0 53 461 913

11 月 28 342 139 481 114 0 114 250 845

12 月 26 218 100 318 16 0 16 290 624

１月 27 280 175 455 21 239 260 473 1188

2 月 26 248 170 418 14 229 243 759 1420

3 月 29 322 143 465 18 0 18 149 632

合計 336 3347 2049 5396 401 546 947 3584 9927
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【日 時】平成 29年 6月 10日 /7 月 8日 /8 月 12日

/9 月 9 日 /10 月 14 日 /11 月 11 日 /12 月 9 日 / 平成

30年 1月 13日 /2 月 10日 /3 月 10日（土）

14:00 － 16:00

【登 録 者】安達昌代・上野繁・岡島怜子・黒川喜和子・

加茂伸子・栗山登志子・田里孝子・中下志津子・中村義

之・林田惠子・水永八十生

【内 容】私たち石造物チームは、当初「民間信仰の

石造物チーム」として発足した。

その後、「野崎観音石造物調査チーム」として、野崎

観音の境内などにある石造物を調査した。さらに平成

二十九年度において大東市の民話を加え、それぞれ自分

なりに調べたレポートや資料を持ちより話し合ったのを

『大東の石造物と新むかしばなし』として一冊のレポー

ト集にした。その過程で、他の市民学芸員提案事業チー

ムのメンバーからもレポートが寄せられ、それを加えて

以下のような内容にまとめた。

一．野崎観音の石造物

二．野崎観音に関する話

三．大東市の歴史を探る

四．資料―野崎観音の石造物一覧・年表―

Ａ－くらしとまつり－」展に合わせて私たちチームも龍

間くからの村で、山岳修験や多様な民間信仰の痕跡がい

ま活動を少しずつ進めている。

また、平成二十九年度は、資料館の「ＴＡＴＳＵＭ

地区の石造物調査を加えた。龍間地区は山間地の古

も残っている特徴ある地域であり、チームでの調査

大東市の石造物と民話調査チーム

（１）龍間称迎寺にて平成 29 年 9月

（２）レポート集
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市民学芸員連絡会会議

１

学芸員体験講座修了生

↓ ↓

市民学芸員になる 他の場所で活躍する

↓

市
民
学
芸
員
提
案
事
業
に
参
加
す
る

↓
市民学芸員連絡会・例会

市民学芸員・市民学芸員連絡会・資料館

間の報告・連絡・調整の場

学
芸
員
提
案
事
業
に
参
加
す
る

市
民
学
芸
員
に
登
録
し
て
時
々
参
加

大東市立歴史民俗資料館市民学芸員

市民学芸員例会
【日 時】平成 29 年 4 月 8 日 /5 月 13 日 /6 月 10 日 /7

月 8日 /8 月 12 日 /9 月 9日 /10 月 14 日 /11 月 11 日 /12

月 9日 / 平成 30年 1月 13日 /2 月 10 日 /3 月 10日（土）

14:00 － 16:00

【参加者数】218 名（延べ人数）

【登録者数】47名

【内 容】 市民学芸員連絡会、市民学芸員提案事業、

学芸員提案事業、資料館からそれぞれ報告や連絡事項を

報告。

【日 時】平成 29 年 6 月 10 日 /7 月 8 日 /8 月 12 日 /9

月 9 日 /10 月 14 日 /11 月 11 日 /12 月 9日 / 平成 30 年 1

月 13日 /2 月 10 日 /3 月 10 日（土） 13:00 － 14:00

【出 席 者】武井二葉、大畑博嗣、河島明子、甲斐規予子、

市民学芸員事業事業提案者

【内 容】 市民学芸員例会に際し、事前に報告や連絡

を行う調整会議。

市民学芸員見学会
富田林寺内町
【日 時】平成 30年 2月 15日（木） 14:00 － 16:00

【参加者数】18名

【内 容】 市民学芸員が企画をし、富田林寺内町での

見学会を実施。興正寺別院をはじめ、ボランティアガイ

ドの案内で寺内町を見学。

̊˟ ・連ዂ˟˟ᜭ

市
民
学
芸
員
提
案
事
業

・
学
芸
員
提
案
事
業
に
参
加
す
る
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【日 時】平成 29年 6月 10 日 /7 月 8日 /8 月 12

日 /9 月 9 日 /10 月 14 日 /11 月 11 日 /12 月 9 日

/ 平成 30 年 1 月 13 日 /2 月 10 日 /3 月 10 日（土）

14:00 － 16:00

【登 録 者】前田喜久子・小泊繁美・柿木薫・広田美和・

西本明子・松下茂子

【内 容】 秋祭りに曳行するだんじりについて、曳

き手の衣装や小道具を調べる。調査票を作成し、各地

区ごとの秋祭りで調査を行う。

祭りの衣装・祭りの小道具

祭りの衣装・祭りの小道具
調査地区 いつ 語り手 ・年齢 調査者

現在 /

調査日

年 月 日

この衣装を着るのは、誰？

・地車の 屋根の上・前上・後ろ上・下・その他（ ）

・団体（ ） ・役職や係（ ）

・年齢（ ） ・性別（ ）

・デザインについて（誰が、いつ頃、意味）、その他

小道具① 小道具②

・名称（ ） ・名称（ ）

・持つ人（ ） ・持つ人（ ）

・手で持つ・その他（ ） ・手で持つ・その他（ ）

昔（ ）年頃 （ 歳）
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収蔵庫チーム
【日 時】平成 29年 6月 10日 /7 月 8日 /8 月 12日

/9 月 9 日 /10 月 14 日 /11 月 11 日 /12 月 9 日 / 平成

30年 1月 13日 /2 月 10日 /3 月 10日（土）

14:00 － 16:00

【登 録 者】氏原稔夫・檜垣一美・竹元智子・氏原稔夫・

石田薫・松田薫・桒原妙子・西川瑞代・柴田俊雄・為則

照子・為則泰明・金澤涼子・金澤涼夏・富増由起子・浅

野純郎

【内 容】 2016 年 12 月に資料の調査が終了し、

2017 年１月以降は調査票のデジタル化をする動きとな

りました。Excel での目録作成は、2017 年４月に入力

を終わらせる事ができました。その後、調査票のスキャ

ニングをする予定でしたが、調査票を入力中に調査する

人によって解釈が異なる記述が次々と発覚し、スキャニ

ングは一旦保留。先に、調査したものを館の資料として

整理をすることになりました。

今にも破れそうな段ボールに、ごそっと入っている資

料を整理し、収蔵庫に保管できるようにしたいのですが、

収蔵・保管する知識が無いので、学芸員の甲斐さんに一

から教わらなくては何も出来ない状態です。中性紙の存

在、ボールペンではなく、えんぴつ での記入、薄葉紙

での包み方など、資料を大切に保管する方法を知るのは、

とても興味深いものです。

収蔵庫チームの作業は、同じような作業をコツコツと

していく地味な作業ですが、今後、資料を活用させるに

は大切な作業です。調査票を作る作業をしている時は、

果てしなく続いていくのではないかという不安もありま

したが、終わらせることができました。保管整理してい

く作業も始めたばかりで、先を考えるとため息が出そう

になりますが、地道にコツコツと作業を続けていきたい

と思います。
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学芸員提案事業
道具とくらし調べ隊
【日 時】平成 29年 4月 15日 /5 月 20 日 /6 月 17 日 /7

月 15 日 /8 月 19 日 /9 月 16 日 /10 月 21 日 /11 月 18 日

/12 月 16 日 / 平成 30 年 1月 14日 /3 月 17 日（土）

13:30 － 15:30

【参加者数】71名（延べ人数）

【担 当】河島明子

【内 容】「ちょっとむかしのくらし」展に向けて、収蔵

資料を調査し、展示する。特に「鍋と釜」をテーマとして、

資料調査を行った。

学芸員提案事業
だんじり整理隊
【日 時】平成 29 年 4月 9日（土）/5 月 14 日 /6 月 11

日 /7 月 10 日（月）/8 月 13 日 /9 月 10 日 /10 月 8日 /11

月 12 日 /12 月 10 日 / 平成 30 年 1月 14 日 /2 月 11 日 /3

月 11 日 ※特記なき場合、日曜日 原則 14:00 － 16:00

【参加者数】132 名（延べ人数）

【担 当】甲斐規予子

【内 容】他館の収蔵庫を視察し、近年収蔵されただん

じり関連資料の保管、保存方法を検討。資料の情報はデ

ジタルアーカイブ化され、実物は収蔵棚に保管するにい

たった。

学芸員提案事業
古文書探し隊
【日 時】平成 29年 4月 12日 /4 月 26 日 /5 月 10 日 /5

月 24 日 /6 月 14 日 /6 月 28 日 /7 月 12 日 /7 月 26 日 /8

月 9日 /8 月 23 日 /9 月 13 日 /9 月 27 日 /10 月 11 日

/10 月 25 日 /11 月 8 日 22 日 /12 月 13 日 /12 月 27 日

/ 平成 30 年 1 月 10 日 / 平成 30 年 1 月 24 日 /2 月 14 日

/2 月 28 日 /3 月 14 日 /3 月 28 日（水）14:00 － 16:00

【参加者数】242 名（延べ人数）

【担 当】大畑博嗣

【内 容】龍間経寺地区より預かった古文書について、

調査カードの作成、翻刻、計測、撮影、デジタルアーカ

イブ化という一連の作業と、一部史料の展示をした。
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何かし隊
殺虫処理講習

何かし隊
野外活動センター米づくり事業草抜き

【日 時】平成 29年 7月 19日（水）14:00 － 16:00

平成 29年 11 月 6日（月）10:00 － 12:00

【参加者数】7名（延べ人数）

【担 当】河島明子

【内 容】企画展関連事業「つつんで、あそんでオリジ

ナルおべんとう風呂敷づくり」及び「ミニだんじりをつ

くろう！かざろう！はしらせよう！」に際し、試作や道

具の準備を行った。

【日 時】平成 29年 9月 2日（土） 14:00 － 16:00

【参加者数】12名

【講 師】魚島純一さん（奈良大学文学部文化財学科教授）

【内 容】虫害を受けていただんじりの幕に二酸化炭素

を用いた殺虫処理を施す様子を実演した。あわせて文化

財の生物被害防除について講義。

【日 時】平成 29年 9月 3日（日） 9:00 － 12:00

【参加者数】6名

【講 師】甲斐規予子

【内 容】大東市立野外活動センターで実施している米

づくり事業のため、畑の整地や草抜きを実施した。



調べる
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(2) 箱などの入れ物に中身が入った資料の扱い
現在の資料番号では、保管用箱に入った膳碗

類の資料の場合、箱に親番号（グループ番号） 、
中身を枝番号（グループ内のデータ番号） で処
理している。しかし、用途から考えると中身であ
る、膳碗類の方が主と捉えるべきで、こちらに親
番を付す方が正しいという見方もできる。箱に親
番を付すメリットとしては、中身との関連性はわ
かりやすくなるが、元々その箱に入るべきであっ
たものではなく、関係のない別のものが入ってい
る場合、この資料番号は全く意味をなさなくなる
問題がある。こちらについても、改めて見直す必
要がある。

(3) 民俗資料として一点として数えたい資料の場
合はどう処理をするか
雛人形などの場合は、人形や小道具、飾り台ま

で全てに 1点ずつ資料番号を付すべきかどうか、
という問題も検討する必要がある。民俗資料の場
合、組み合わせてセットになっていることで資料
情報を持つものが少なくない。しかし、それらの
ものが本当にセットとなっていたのかは、寄贈前
の情報が無い限り判断が出来ないため、資料の来
歴が必要不可欠となる。
これは別の話になるが、今後資料館で構築予定

のデジタル・アーカイブ・システム（３）を運用す
る上では、全てに番号を付して追跡出来る方が、
「資料を管理する」という面では便利である。従
来は資料館の学芸員が収集・整理に便利である管
理用の資料番号を用いていたが、今後は一つのデ
ジタル・アーカイブ・システム上で、管理用情報
と、一般へ公開する情報を振り分けることを想定
した上で、どういった資料番号が有用かを考える
必要がある。

2. 分類方法について
分類方法については、国立民族学博物館におけ

る「日本の文化展示場関連資料の情報公開プロ
ジェクト」の資料分類にならうこととした。この
分類方法を選択するに至った経緯を説明すると、
2018 年 3 月 25 日に枚方市立旧田中家鋳物民俗
資料館で開催された、近畿民具学会第 260 回が
きっかけである。この回の議題は、研究会『「日
本の文化展示場資料民博分類」と地域博物館での
応用の可能性について』という内容であった。従
来用いられてきた民具の分類は、調査した上で来
歴がしっかりとしていることが大前提であった
が、現状は民具の使用者が亡くなっていることで
直接聞き書きを出来なくなっていたり、記録が
無かったりという問題に直面している。そのた
め、民具というもの、それ自体について、検討す
る必要がある。今回は、こうしたことも含め、緩
やかにアレンジした民具の用途分類を設定するこ
とと、その活用についてをテーマとして議論を
行った。民俗資料分類については、柳田國男によ
る分類（1935 年）を始め、アチックミューゼア
ムの『民具蒐集調査項目 （４）』（1930 年）や、文
化財保護委員会による民俗資料の分類（５）（1965
年）、宮本常一が提唱した「機能分類（６） 」（1969
年）といった先行研究が主にあげられるが、それ
ぞれの分類は統一されておらず、さらに全国各地
にある博物館では各館ごとの規則に基づいた分類
を用い、資料整理を進めている のが現状である。
そこで、国立民族学博物館の日髙真吾氏が発表し
た「日本の文化展示場の資料分類」を地域博物館
で応用し、それぞれの成果をもとに検討を進めて
はどうか、という提案があった。この資料分類は、
『日本民俗文化財事典（７）』と、『民俗文化財の手引
き（８）』に依拠しており、2階層で分類を行う。
まず、大項目については、「1. 衣食住」、「2. 生産・

生業」、「3. 交通・運輸・通信」、「4. 交易」、「5. 社

30

子

はじめに
大東市立歴史民俗資料館（以下、資料館）では、
大東市内で収集した民俗資料を所蔵している。資
料館への受け入れ処理が完了している資料につい
ては、1点ずつ実測図と目録が作成され、台帳管
理されているが、資料の一つ一つがどういったカ
テゴリーに分類され、それぞれのカテゴリーごと
にどのくらいの数の資料があるのかは、把握でき
ていなかった。そこで筆者は、所蔵資料の全貌を
把握するために、民俗資料の分類を試みることと
した。本稿では、今回試みた分類の成果と、そこ
で生じた問題点について報告する。

１．資料点数の数え方
分類を進め資料の全貌を把握するにあたり、ま

ずは民俗資料の総数を把握しなければならない。
今回、分類対象となった民俗資料は、筆者が数え
たところ、総点数が 5098 点となったが、どのよ
うに点数を数えたのか説明する。
資料館に所蔵されている民俗資料は、受け入れ

処理が完了した資料についてはそれぞれに資料番
号を付しており、この資料番号は、親番号（グルー
プ番号）と枝番号（グループ内のデータ番号）の
2階層の構造となっている。親番号（グループ番
号）だけを見ると 3335 までの番号があるが、今
回は枝番号（グループ内のデータ番号）を資料 1
点と数えることとした。枝番号（グループ内のデー
タ番号）の集計を出すにあたり、Microsoft社の
表計算ソフトであるExcelで作成された収蔵品台
帳（１） のデータを用いることとした。その結果、
5098 点となったため、この数を所蔵資料の総点
数と設定した（２）。

1－ 1．資料番号の問題
資料館における資料番号について説明する。実

は、この資料番号のルールは厳密に決まっておら

ず、ものによって考え方が変わり、番号の振り方
の規則が異なっている。そのため、資料番号の振
り方を見直す必要がある。現在、特に問題と思わ
れるのは、以下の 3つの事項である。

(1)親番号と枝番号の使い方が統一されていない
具体的な事例を挙げると、「ダ -1148-1」～「ダ

-1148-4」の分銅の場合は、複数の資料が同じも
のとみなされ、同一の親番号（グループ番号）の
もとに、分銅1点ずつが枝番号（グループ内のデー
タ番号） で処理されている（写真 1）。また、羽
釜と蓋のように、1点ずつ分けられるものも枝番
処理している事例もある。他には、箱入りの資料
の場合、箱とその中身を分けて枝番処理している
事例が見受けられた。ここに挙げていないパター
ンもあり、資料館における枝番処理は複雑となっ
ている。これは、資料番号を付した担当者が各自
の判断で処理し、それを共有しなかったことが原
因であると推測した。こういったルールが統一さ
れず、複雑となってしまう問題は、資料整理の担
当者の入れ替わりがあった場合や、複数人での整
理作業時にはどこでも起こりうる問題である。資
料館だけでなく、このような問題で悩みを抱えて
いる民俗系資料館・博物館は多いのではないだろ
うか。

斐 規甲
予

大東市立歴史民俗資料館における民俗資料分類の試み
—国立民族学博物館による「日本の文化展示場の資料分類」の地域博物館での応用の事例報告—

写真１ ： 「ダ－ 1148 ‐ １～４」 の分銅
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業、そして民俗知識に類する資料が多いこともわ
かった。しかし、衣食住に関しては、前述したよ
うに基本的に数十点もの点数がセットとなってい
るものを、まとめて 1件の資料として数えるの
ではなく、1点ずつとして計上したため、資料点
数が大量になったという背景がある。また、「不
明」に分類された資料が 692 点と、数が大変多
いことは問題である。原因としては、資料の一次
情報が足りないこともあるが、分類を行った筆者
自身が、それぞれの資料がどの分類に属するのか
を判断するための知識が不十分な状態で行ったこ
とも大きく、反省すべき点である。今後の課題と
して、まずは資料の点数を数えるにあたり、資料
番号の付け方について、どのような規則の上で
目的を明らかにし、統一し再整理する必要がある。
その上で、改めて分類の集計をとることによっ
て、 より 正確な所蔵資料の把握につながること
になる。分類項目の設定だけではなく、資料の点
数の数え方についても検討し、統一する必要があ
るとわかった。次に、現在 692 点もある「不明」
資料を明らかにしていくことも、優先的に進める
必要がある。そして、資料の持つ多面性に留意し、
精度の高い目録を目指し、資料情報の更新を継続
していきたい。これらの問題解決には、自館だけ
ではなく、他館の資料整理担当者とも情報を共有
し、議論することが必要であるため、今後も積極
的に連絡を取り合っていきたい。

謝辞
本稿を執筆するにあたり、奈良県立民俗博物館

の溝邊悠介氏にご指導を賜りました。厚く御礼申
し上げます。

⴫１ ： ᳃ଶ⾗ᢱ分㘃⴫

大分類 大東市点数 中分類 大東市点数

1－1.衣 298

1－2.食 1021

1－3.住 648

2－1.農耕 571

2－2.山樵 5

2‐3.採集 0

2－4.漁撈 17

2－5.狩猟 0

2－6.畜産 43

2－7.染織 137

2－8.手工・諸職 179

3－1.交通 30

3－2.運輸 171

3－3.通信 19

4.交易 187 4－1.交易 187

5.社会生活 93 5－1.社会生活 93

6.信仰 79 6－1.信仰 79

7.民俗知識 658 7－1.民俗知識 658

8.民俗芸能 6 8－1.民俗芸能 6

9－1.競技 0

9－2.遊戯 201

10－1.産育 1

10－2.成人 0

10－3.婚姻 1

10－4.年祝い 0

10－5.喪葬 12

10－6.弔祭 2

11－1.正月行事 6

11－2.春の行事 149

11－3.夏の行事 0

11－4.盆の行事 0

11－5.秋の行事 0

11－6.冬の行事 0

12.不明 692

13.戦争 30

11.年中行事

1967

952

220

201

16

155

1.衣食住

2.生産・生業

3.交通・運輸・通信

10.人生儀礼

9.競技・遊戯
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会生活」、「6. 信仰」、「7. 民俗知識」、「8. 民俗芸能」、
「9. 競技・遊戯」、「10. 人生儀礼」、「11. 年中行事」
の 11の項目で構成される。次に、小項目につい
ては、「1. 衣食住」を「1－ 1. 衣」、「1－ 2. 食」、
「1－ 3. 住」。「2. 生産・生業」を「2－ 1. 農耕」、
「2－ 2. 山樵」、「2－ 3. 採集」、「2－ 4. 漁撈」、「2
－ 5. 狩猟」、「2 － 6. 畜産」、「2 － 7. 染織」、「2
－ 8. 手工・諸職」。「3. 交通・運輸・通信」を「3
－ 1. 交通」、「3－ 2. 運輸」、「3－ 3. 通信」。「4. 交
易」、「5. 社会生活」、「6. 信仰」、「7. 民俗知識」、「
8.民俗芸能」については1項目としている。「9.競
技・遊戯」は「9－ 1. 競技」、「9－ 2. 遊戯」。「10.
人生儀礼」は「10－ 1. 産育」、「10－ 2. 成人」、「10
－3.婚姻」、「10－4.年祝い」、「10－5.喪葬」、「10
－ 6. 弔祭」。「11. 年中行事」は「11－ 1. 正月行
事」、「11－2.春の行事」、「11－3.夏の行事」、「11
－ 4. 盆の行事」、「11－ 5. 秋の行事」、「11－ 6. 冬
の行事」と分けている。

3. 分類の結果
大東市立歴史民俗資料館で所蔵している登録資

料総点数は、5098 点である（2018 年 5 月時点
での資料数）。これらの資料を、筆者が収蔵品台
帳上で分類し、表１のように分類表を作成した。
以下、この表を参照しながら論を進めたい。この
表の総点数が登録資料総点数と数が合わない理由
については、ひとつの 資料に複数の項目が重複
しても可とする、重複的分類法を用いたためであ
る。
表 1を見ると、大分類から見た場合、衣食住

は 1967 点、生産・生業が 952 点、交通・運輸・
通信が 220 点、交易が 187 点、社会生活が 93点、
信仰が 79 点、民俗知識が 658 点、民俗芸能は
6点、競技・遊戯が 201 点、人生儀礼が 16点数
えられる。今回の分類では、国立民族学博物館の
分類に新たにその他の大分類項目 として、「12.

不明」と「13. 戦争」を追加した。これは、武知
邦博氏が、枚方市立旧田中家鋳物民俗資料館での
分類を試みた際に、追加していた項目である。分
類を進める中で、資料自体の情報が無かったり、
部材の一部のみであったりと、用途不明な資料な
資料が出てきた際の項目が設定されていないと不
便だということで、追加されたものである。ま
た、戦争に関連する資料を、他の資料と同等に分
類してしまうと、資料情報が無くなってしまうこ
とを懸念し、「戦争」という項目を追加すること
を提案された。資料館でもこの 2つの項目があ
ると分類作業を進めやすいこともあり、採用する
こととした。資料点数は戦争が 30点、そして不
明が 692 点である。また、資料の内訳数を円グ
ラフで表すと（グラフ 1、※不明、戦争の項目は
除外している）、最も多かったのは衣食住の 43%
であり、総点数の約 4割を占めていた。これは、
碗等の食器類が多かったことによるが、それは 1
章でふれたように、あくまで収蔵品台帳のエクセ
ル上で集計したことも原因である。碗や皿といっ
た資料は、同じ形の小皿などが複数セットとなっ
ている場合が多いため、これを 1点ずつ数えて
いることにより、数量が多くなることは必然とも
いえる。次に多いのは生産・生業で、中でも農機
具類が 571 点 で、21％と他の生業よりも飛び抜
けて多い。これは大東市平野部では、昭和 30年
代後半まで広大な水田があったことから、農家で
使用されてきた稲作・畑作の民具が多く収集され
ていることに起因するとみた。次に多いのは民俗
知識だが、これは学校で用いる教科書類が多数を
占めていることによる。

おわりに
今回、民俗資料の分類を試みたことで、資料館

の収集した民俗資料の全貌を、大まかではあるが
掴むことができた。中でも、衣食住と生産・生
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１．はじめに
平成29年度（今年度）が 3度目となる「ちょっ

とむかしのくらし」を冠した展覧会「なつかしく
あたらしい ちょっとむかしのくらし」（以下、
本展）について報告する。
本展は大東市立歴史民俗資料館（以下、当館）

の学芸員提案事業の一つ、市民学芸員「道具とく
らし調べ隊」（以下、くらし隊）とともに企画制
作を行った。くらし隊は、平成28年度（前年度）
にやはり同様の展覧会を企画制作した市民学芸員
「学校と博物館のよりよい関係つくり隊」を踏襲
しながらも、展覧会のテーマに沿った資料の調査
にやや重点を置いた活動を行った。
本稿では、市民学芸員活動やその成果となる展

覧会の内容およびスクールプログラム（小学校団
体見学での利用等）について、前年度を比較対象
にしながら述べていきたい。

基本情報
名 称
展覧会「なつかしくあたらしい ちょっとむかし
のくらし」
会 期
平成 30年 1月 14日（日）～ 3月 4日（土）【47
日間】
会 場
大東市立歴史民俗資料館 企画展示室
主 催
大東市立歴史民俗資料館
後 援
大東市、大東市教育員会
企画制作
大東市立歴史民俗資料館
市民学芸員「道具とくらし調べ隊」
関連事業
「れきみんカーニバル with 小さいとこネット」

２．12か月のあゆみ
くらし隊の一年間の活動は表 1のとおりであ

る。上半期に資料の調査を行い、その調査をふま
えて展示の制作に取り組めるよう計画した。調査
対象とした資料は鍋と釜である。例年同様の展覧
会で紹介している資料のうち、鍋も釜ほど収蔵庫
に複数あるものは他になく、そのため「なぜこの
鍋を展示しているのか」、「この羽釜でなければな
らないのか」を追求したいと考えたのが主な理由
だ。さらに、前年度には、参加する市民学芸員同
士がアイデアを交流しながら発展させていくとい
うプロセスが充分ではなかったため、協同での調
査を経てそのプロセスへと結びつける資料として
ふさわしいと考えた。
結果的に鍋と釜を調査対象にしたのは当初の見

込み通り良かった。材質や用途の違い等を深く比
較調査することができたうえ、置きかまどのよう
にこれまで見過ごしていた関連資料や、大型の鍋
や釜の背景にある家族やライフスタイルの変化に
について気付き展示でも言及することができた。
ただし、12か月のあゆみには課題が残った。

展示制作のための調査ではなく収蔵資料の特徴
に合わせた調査を行ったこと、また制作する展示
を体験型に限定したこと等が挙げられる。制作す
る展示を体験型に限定した理由は協同での作業に
こだわったことや体験型展示のコーナーを設けた
かったからだが、体験型展示は展示手法の一つに
過ぎないことを考慮すれば、まず自由なアイデア
を出すことを第一として、そこから体験型にでき
るかどうか、他の手段ではどうかを検討すること
もできた。さらに言えば、上半期を調査、下半
期を展示制作ではなく、毎月 1回の活動であり
メンバーもその都度替わることを踏まえて 1～2
回のうちにその都度調査結果を展示制作に結びつ
けるような計画がよりふさわしかっただろう。
なお上半期に行った座学は筆者からの話題提供

展ᚁ˟「ƳƭƔƠƘƋƨǒƠƍ ƪǐƬƱǉƔƠのƘǒƠ」のС˺Ʊܱ଀
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グラフ１：分類に基づく資料点数の内訳

（１）収蔵品台帳には、資料番号、収蔵場所、名称、数量、

材質、形状 ( 寸法 )、採集地、時期、使用・製作年代、修

復履歴、寄贈者、寄贈年月日、備考、ラベル（注記）が

入力される。

（２）収蔵品台帳の Excel データでは、一つのセルに対し

て複数の資料情報が統合されているケースがあった。グ

ループ内のデータ番号 ( 枝番 )1 点に対して、一つのセル

が用いられているわけではない。今回はセルの数の集計

を、グループ内のデータ番号(枝番 )の集計と仮定したが、

この数は正しいグループ内のデータ番号 ( 枝番 ) の集計

ではない。

（３）デジタル・アーカイブ・システムの詳細な内容に

ついては、藤本悠・堀内保彦（2018）「市民も参加でき

る低コストで新しいデジタル・アーカイブの方法につい

て」, 『進化系アーカイブと旅するミュージアム事業

平成２９年度事業報告書』pp.26-32, 進化系アーカイブ

と旅するミュージアム実行委員会 . を参照されたい .

（４）民具を「身辺卑近な道具」として定義して、生活

全般の中で民具の使用される場面ごとに 8 つに分け、さ

らに各項に合計 33 の細項目を設けている。

（５）文化財保護委員会は「重要民俗資料指定基準」を

告示し、有形民俗資料である民具を用途に応じて 10 の

分野に分類した。

（６）民具はすべて人間の手足によって動かし得るもの

として、人間の行動の目的に添って分類するということ

を、機能分類と名付けて立案した『民具学の提唱』（未

來社、1979 年）

（７）『日本民俗文化財事典』（文化庁文化財保護部監修、

1979）

（８）『民俗文化財の手びき—調査・収集・保存・活用の

ために』（文化庁内民俗文化財研究会、1979 年 )

参考文献
（１）2016. 日髙真吾「国立民族学博物館「日本
の文化展示場」の展示資料をデータベース化す
る試み」『近畿民具学会年報』第 40輯P40-50
2018 年 2月 28日 近畿民具学会
（２）日本の文化展示関連情報データベース
http://ifm.minpaku.ac.jp/japaneseCulture/
（20180524 閲覧）
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立ったことや湯たんぽや座敷箒等がエコの観点か
ら再び注目されていることを各所にトピックとし
てパネルで紹介した。

４．スクールプログラム
本展の見学を行った小学校第 3学年の団体は

6校であり、前年度 7校から 1校減少している。
一方で本展と同様の内容の出張授業が 2校あっ
たことから、トータルでの変化はない。前年度と
同様にクラス数に合わせた活動を行った（表 3）。
前述のとおり、クラスを 2グループに分けて

体験コーナーとそれ以外を交代で見学するよう運
営した。この運営方法は概ね好評だったが、やや
混乱する児童がいた。コーナーの区切りをより明
確にする必要があるだろう。
体験コーナーでは、黒電話での通話体験（今年

度から双方向になった）は依然として人気だった
が、次いでは掃除体験に注目が集まっていた。使
い古した布ではたきを手作りしたり、上から下に
ほこりを落としたりする暮らしの工夫がどこまで
伝わったかは疑問だが、友人と一緒に取り組む事
で少しでも思い出に残ったのではないだろうか。
体験コーナー以外の資料をピックアップして紹

介するワークシートも作成した（前年度は自由記
述のタイプのみ）（図１）。児童同士や市民学芸員
はじめスタッフとのコミュニケーションツールと
して機能することを想定しており、設問内容は「自
分のおうちとちがうところを 3つ発見したら○
（まる）」というようなオープンエンド形式が多
い。当初は体験コーナーを含めていたが、体験し
ながらシートを埋めるのは児童らにとって煩雑だ
ということがわかり中止した。また設問の言い回
し等についても、利用後に毎回市民学芸員とふり
かえりを行って随時変更していった。ワークシー
トは筆者が作成したが、くらし隊の活動のうち 1
回でその内容を検討することもできたとふりかえ

る。活動時間内に児童たちが自分の考えを発表し
たり、解説を行ったりできないかと検討したが活
動時間が足らずほぼ断念した。下見で教員が来館
した際に事前に提案して時間を設ける必要があっ
た。ワークシートは概ね好評で事後アンケートに
は「ワークシートのおかげでいろいろなものが見
れた」という意見が寄せられた。
なお洗濯体験を希望する学校は今年度も多かっ

たが、当館の都合上屋外（敷地内）で行ったため
移動等に時間がかかってしまい、活動時間をさら
に削る要因となった。

５．むすび
今年度も多世代での来場が目立つ展覧会だっ

た。あくまで筆者の感触でしかないが、小学校の
団体見学で来場した児童が再び訪れるケースも多
かったように感じている。ワークシートが良いコ
ミュニケーションツールとなり筆者がよく顔を覚
えていたり、児童が筆者をより認識できたという
だけかもしれない。
担当して 2年目の展覧会だがまだまだ完成と

は言えない。市民学芸員との 12か月の活動をう
まくコーディネートできなかったのは前述の通り
だが、そのほかにも課題は多く残る。造作物の修
理をしたり不足しているパネルを制作するなど、
課題を一つずつ市民学芸員とクリアしていくよう
な 12か月があってもいいだろう。
展覧会自体の評価をふりかえると、学校利用後

のアンケートに「見るだけではなくさわれたり体
験できたのがとても良かった」という意見があっ
たことから体験コーナーの充実が高い満足度をも
たらしたと考えている。そのほか市民学芸員につ
いて「子どもたちの質問にニコニコ笑顔で答えて
いてすごく良かった」という記述や、収蔵庫とそ
こでの解説に評価について等、当館の特徴をとら
えた評価もうかがえた。当館は古民家でもなけ
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である。活動時間 2時間のうち前半をこの座学
にあて、その内容をふまえて収蔵資料の調査を行
うことを基本とした。またくらし隊は原則第二土
曜日を定例会としていたが、1月は団体見学の利
用申込みに合わせて日程を変更した。また展示準
備や団体見学の対応、関連事業にはくらし隊以外
の市民学芸員へも参加の呼びかけを行った。

３．展覧会の内容
本展は 3つのコーナーで構成した。コーナー

名を明示してはいなかったが、「見て考えるコー
ナー」「さわって考える（体験）コーナー」そし
てプチ特集「鍋と釜」である。展覧会の構成と展
示物については表 2のとおりである。
「見て考えるコーナー」では、企画展示室 1で
住まいの再現を踏襲しつつ、洗濯に関連する資料
として張り板と伸子張りを新たに紹介した。洗濯
板を使用した洗濯の体験プログラムでこの道具に
ついて解説したり、同じくシワを伸ばすアイロ
ンと合わせて説明したりする等、効果的な展示
となった。さらに企画展示室 1から企画展示室 2
をつなぐ廊下では、前年度で紹介した夏と冬の道
具をいくつかピックアップしてやはり季節に分け
て展示を行い、さらに通年使われる道具として教
科書にも紹介される風呂敷とアイロンを加えた。
アイロンは前年度の「おうちの道具のうつりかわ
り」の内容を踏襲した。
廊下の後半からは体験コーナーがはじまる。

「ちょっとむかしのかあさん」と題して、座敷箒
とはたきを使った掃除体験、手ぬぐいでの姉さん
かぶりを紹介した。その隣の「ちょっとむかしの
こども」では割り箸鉄砲やお手玉などで自由に遊
ぶことができる。収蔵資料から竹製の水鉄砲やブ
リキのおもちゃを選んでアクリルケース内に展示
した。どのように遊んでいたかイメージできるよ
ういくつかのイラストも掲示した。企画段階では

くらし隊のメンバーから様々なエピソードが挙っ
たが、それらをうまく反映することができたとは
言えない。展覧会全体を通じて昭和世代の市民学
芸員の存在を生かせる展示の工夫がさらに必要
だ。
調査した鍋と釜を中心にした体験「クイズ！

はっけん！なべ・かま」では、壁面に問いかけの
掲示があり、蓋を開けると解説がある。例えば「ご
はんを炊くだけではありません。」という問いか
けに対して、その前のせいろが載せてある羽釜の
蓋を開けるとサツマイモ（市民学芸員が紙粘土で
制作）が入っていて、蒸すという用途があったこ
とやこどもの定番のおやつだったというエピソー
ドがわかるようになっている。さらに火吹き竹の
体験は従来通りだが、空気の伝わりが明確にわ
かって楽しめるよう風車を設置した。
ところで今年度の特徴は前年度では混在してい

た体験型展示のコーナーを設けたことである。当
館では黒電話や氷冷蔵庫等の体験可能な資料も多
く、スクールプログラム（団体見学）の利用時に
それらに注目が集まる傾向があるため、体験でき
ない資料を見落としがちになっていた。そこで活
動時間を半分に分けて体験コーナーと、そうでは
ないコーナーを交代で見学できるようにした。
プチ特集「鍋と釜」は国立国会図書館のデジタ

ルコレクションを活用した百鬼夜行絵巻とそこに
登場する鍋や釜とそれに関連する道具のほか、収
蔵している考古資料から煮炊きに関連する遺物を
展示した。鎌倉時代の三足土器には羽がついてお
り、さらに隣に象印マホービン株式会社より借用
した最新モデルの電気炊飯器を並べることで、羽
釜の構造が古来より受け継がれて最先端の技術に
も採用されていることを明示した。くらし隊の調
査を通してこの事実を確認して「なつかしくあた
らしい」という副題をつけるに至った。羽釜のほ
かにも、黒電話が災害時のライフラインとして役
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年 月 日 内 容

平成 29年 4月 15日 第１回 自己紹介、過去の展覧会の紹介、収蔵資料調査（鍋と釜）

5月 20日 第２回 座学（電気炊飯器や羽釜の材質とサイズ等）、収蔵資料調査（釜）

6月 17日 第３回 座学（炊飯の歴史等、収蔵資料調査（鍋）

7月 15日 第 4回 座学（百鬼夜行絵巻や鍋の材質と用途等）、河内の食べもの調査

8月 19日 第 5回 座学（スクールプログラムや体験型展示の例等）

9月 16日 第 6回 見学会 キッズプラザ大阪（体験型展示のコンセプトや工夫等について）

10月 14日 第 7回 体験型展示のアイデアを出し合う

11月 18日 第 8回 展示内容やスケジュールを相談

12月 展示準備

12月 16日 第 9回 展示作業

平成 30年 1月 6～ 9日 第 10回 完成した展示の確認、学校対応の打ち合せ

2月 18日～ 団体見学対応（随時）

2月 14日 関連事業準備

2月 17日 第 11回 関連事業「れきみんカーニバルwith小さいとこネット」

3月 17日 第 12回 今年度のふりかえり

写真䋲 ： ᑈਅ 䋨ᄐ䋩
写真䋳 ： ᑈਅ 䋨౻䋩
写真４ ： ᑈਅ 䋨㘑ํᢝ 䊶 䉝䉟䊨䊮䋩

⴫１ ： ᐔᚑ 㪉㪐 ᐕᐲ 「㆏ౕ䈫䈒䉌䈚⺞䈼㓌」 ᵴേ⸥㍳

38

れば歴史的建造物でもない。むかしのくらしを学
ぶ際、実際に使用されていた生活空間に身を置く
ことはこのうえない方法だろうが、当館がいくら
願ってもそれは叶わない。だとすれば、体験可能
な実物資料があることや、立ち入り制限されるこ
との多い収蔵庫が見学できること、市内の歴史を
紹介する常設展示室があること、エレベーターが
ありバリアフリーへの配慮がなされているなど、
当館にしかない特徴を見直すことこそ必要ではな
いだろうか。これまで以上に学校団体の利用を増
やすなら、楽しめる展示を企画制作できる市民学
芸員の存在をベースに、これらの特徴をより充実
させ戦略的にPRしていくしかないだろう。

写真１ ： ડ↹ዷ␜ቶ䋲

本展の企画制作はくらし隊の市民学芸員（浅野
純郎氏、安達昌代氏、磯脇清美氏、磯脇晃一氏、
伊藤幸美氏、加茂伸子氏、竹元智子氏、冨増由起
子氏、中村義之氏、野村智恵美氏、檜垣一美氏、
森本長茂氏、安川和恵氏）による。また、やはり
市民学芸員の桒原妙子氏、柴田 俊雄氏、為則照
子氏、為則泰明氏、林田惠子氏、平尾和久氏、水
永八十生氏には展示の制作や学校団体の対応など
多大な協力をいただいた。そのほか象印マホービ
ン株式会社の安藤なな緒氏をはじめ、関連事業の
実施および運営にも多くの協力を賜った。末筆と
なるが関係した皆様に深くお礼申し上げる。
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学校名 学年 クラス数
滞在
時間

活動あたりの
時間（分）

洗濯体験
企画
展示室

ワークシート 収蔵庫
常設
展示室

むかし
写真

1月 18日 木 午前 A小学校 3 2 110 50 A B 資料館作成 B B
1月 25日 木 午前 B小学校 3 2 90 40 A B 資料館作成
1月 26日 金 午前 C小学校 3 2 90 40 A B 資料館作成 B
2月 2日 金 午前 D小学校 3 3 120 35 A B 資料館作成 C C
2月 7日、22日 水 午前 E小学校 3 3 140 40 A 資料館作成 C B B
2月 19日 月 午前 F小学校 3 2 90 40 （出張授業） A 資料館作成 B B

約107分（平均） 約41分（平均） 5件 4件 5件 1件

日時

集計 6校 7件

写真䋶 ： 䊒䉼․㓸 「䈭䈼䈫䈎䉁」⴫䋳 ： ዷⷩળ㐿௅ਛの䉴䉪䊷䊦䊒䊨䉫䊤䊛の೑↪⁁ᴫ
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企画展示室1 ᑈਅ 企画展示室2
（ደᄖ） （᫜） （ᄐ） 䈤䉊䈦䈫むかしの䈖䈬䉅

િሶ 䈙䉎 ᚻ᪖ ഀ▰㋕⎔（⵾作）䈾か⃉ౕ㘃 䃨
木✎❱‛ ㍿ 䈵し䉆䈒 䊚䊆䉦ー䈾か⃉ౕ㘃
張り᧼ ṳ᢯ 䊊䉣䈫りེ 䈤䉊䈦䈫むかしのかあ䈘䉖
洗濯᧼ 㘵か䈗 Ⰶขり✢㚅 䈲䈋たた䈐（⵾作） 䃨
た䉌䈇 䈞䈇䉐 Ⰶขり✢㚅┙䈩 ᚻ䈯䈓䈇 䃨
੗ᚭ৻ᑼ（⵾作） 䃨 㠑▵೥ེ 䊊䉣たた䈐 䈾䈉䈐 䃨
䊋䉬䉿 ᚻ䈯䈓䈇 䈜䈣䉏 䈲た䈐（⵾作）䃨
┻䈾䈉䈐（⵾作） （ዬ間） ᚸ㘑ᯏ 㔚Ἦ
䈤り䈫り（⵾作） ラ䉳䉥 㘑㋈（ධㇱ㋕） ᳖಄蔵庫 䃨

（か䉁䈬๟ㄝ） ⨥▦╒ ࿅ᚸ ☨䈧䈐㆏ౕ 䃨
Ἣ็䈐┻（⵾作） ㊎▫ ᚸሶ ク䉟䉵䋣䈲䈦䈔䉖䋣䈭䈼䊶か䉁
し䉆䉅䈛㘃౉䉏 （⵾作） ⾈䈇‛か䈗 ᳖か䈐ེ ଻᷷ᑼἺ㘵ེ 䃨
┻䈻䉌 㘵䈸䈗 た䉌䈇 䈞䈇䉐 䃨
か䉁䈬৻ᑼ（⵾作） 䈍䈵䈧 （౻） ⠀㊍ 䃨
৾ベ し䉆䉅䈛 ḡた䉖䉀（㒻ེ） 䉝䊦䊚㍿ 䃨
か䈗 䉨䉶䊦 ḡた䉖䉀（䊑䊥䉨） ⠀㊍
Ἣᶖし䈧䈿 ᾍ⨲⋆ ⼺὇あ䉖か ⟎䈐か䉁䈬 䃨
Ἣ䈳䈘䉂 ᩇ時計 䉇䈓䉌䈗た䈧 ㍿ 䃨
ච⢻ 䈤䉆䈹บ 䈖た䈧 ⟎䈐か䉁䈬 䃨
㍿ ⨥⏀䊶᳝⏀䈾か㘩ེ㘃 ቟ో䈖た䈧 Ἣ็䈐┻（⵾作） 䃨
⠀㊍ 䉇か䉖 Ἣ㋬

（᧼の間） 䈸䈜䉁 䉇か䉖
䈜の䈖 ▦╒ Ἣ▰ ㍿
䉁䈭᧼ 䈯䈇䈓䉎䉂䈾か⃉ౕ㘃 ੖ᓼ ੖ᓼ
䈜り㋬ ㏜บ （㘑ํᢝ） Ἣ็䈐┻
䈜り䈖䈑 ᐳᢝ᧍ 㘑ํᢝ 䈍た䉁

（ᵹし๟ㄝ） ᢎ⑼ᦠ䈾かᦠ☋㘃 ᢎ⑼ᦠ䈾かᦠ☋㘃 し䉆䉅䈛
ᚻ᪖ 䈠䉐䈳䉖 （䉝䉟䊨䊮） ⠀㊍
水䈏䉄 Ἣ㋬ ὇Ἣ䉝䉟䊨䊮 䈸た
䈵し䉆䈒 Ἣ▰ Ἣのし ㍿䈧か䉂

ᵹし （⵾作） ᩉⴕ᧘ 䈖䈩 䈜り䈖䈑

䈜の䈖 ⴩ᩴ （㔚⹤）

ẃ‛↉ Ᏺሶ 䉻䉟䊟䊦ᑼ㔚⹤（✛） 䃨
৻ඥ↉ 木✎❱‛ ოដ䈔㔚⹤ᯏ ฎზ時ઍの࿯ེ
䈙䉎 䉻䉟䊟䊦ᑼ㔚⹤（㤥） 䃨 ㎨ୖ時ઍの࿯ེ

ᦨᣂの㔚᳇Ἲ㘵ེ
（ឭଏ䋺⽎ශ䊙䊖ー䊎䊮ᩣᑼળ␠）

䊒䉼․集䈭䈼䈫か䉁
䇸㆏ౕ䈏ᅯᕋ䈮䈭䈦䈤䉆䈦た䇹

䊒䉼․集䈭䈼䈫か䉁
䇸ᾚ䈩Ἲ䈇䈩㘩䈼䈩䈐た䇹

⴫䋲 ：ዷⷩળの᭴ᚑ䈫ዷ␜‛ 写真䋵 ：ડ↹ዷ␜ቶ１



࿑ 1 ： 「⷗䈩⠨䈋䉎」 䉮䊷䊅䊷の䊪䊷䉪䉲䊷䊃

写真䋸 ： 䊪䊷䉪䉲䊷䊃䈮ข䉍⚵䉃᭽ሶ

42

写真䋹 ： ᚻ䈯䈓䈇䉕䈎䈹䈦䈩᝹㒰૕㛎䈜䉎᭽ሶ

写真 䋷 ： 䈞䈇䉐の䈭䈎の䈘䈧䉁䈇䉅
写真１䋰 ：置きかまどの火吹き竹体験と鍋蓋

を開ける様子



親番号 子番号 名称 員数 形状 寸法
（縦）

寸法
（横）

作・著・編者・書写
者・寄進者等

作・写・刊年代 西暦 備考

龍1 㻜 文書箱 㻙㻙 㻙㻙 －－ －－ －－ －－
龍1 㻝 勘定簿 1冊 横帳 㻝㻞㻚㻜 㻟㻟㻚㻜 若中 明治25年10月 㻝㻤㻥㻞㻝㻜㻥㻥 ※虫損・汚れ・破れあり
龍1 㻞 藁集付控帖 1冊 横帳 㻝㻞㻚㻡 㻟㻠㻚㻡 龍間青年会 明治41年12月14日 㻝㻥㻜㻤㻝㻞㻝㻠 －－
龍1 㻟 藁寄帳 1冊 横帳 㻝㻝㻚㻣 㻟㻞㻚㻠 龍青年会 明治43年12月14日 㻝㻥㻝㻜㻝㻞㻝㻠 ※虫損・破れあり
龍1 㻠 会計簿 1冊 横帳 㻝㻞㻚㻡 㻟㻟㻚㻞 龍間青年会 大正13年10月 㻝㻥㻞㻠㻝㻜㻥㻥 ※裏角破れあり
龍1 㻡 藁寄帳 1冊 横帳 㻝㻞㻚㻟 㻟㻠㻚㻢 龍若中 明治31年12月18日 㻝㻤㻥㻤㻝㻞㻝㻤 ※左下破損・虫損
龍1 㻢 諸事入用簿 1冊 横帳 㻝㻞㻚㻡 㻟㻠㻚㻜 龍間村若中 明治3年 㻝㻤㻣㻜㻥㻥㻥㻥 ※表紙一部破損、虫損、汚れ

あり
龍1 㻣 御花受取簿 1冊 横帳 㻝㻞㻚㻡 㻟㻠㻚㻠 龍間若連中 明治14年10月27日 㻝㻤㻤㻝㻝㻜㻞㻣 ※汚れあり
龍1 㻤 御花帳 1冊 横帳 㻝㻞㻚㻞 㻟㻞㻚㻜 龍間青年会 大正4年10月21日 㻝㻥㻝㻡㻝㻜㻞㻝 ※破損あり ※虫損あり
龍1 㻥 花帳 1冊 横帳 㻝㻞㻚㻟 㻟㻟㻚㻡 龍間青年会 大正11年10月 㻝㻥㻞㻞㻝㻜㻥㻥 ※破損あり ※虫損あり
龍1 㻝㻜 立太子礼奉紀念につき花帳及び

青年会名簿
1冊 横帳 㻝㻞㻚㻞 㻟㻞㻚㻡 龍青年会 大正5年11月3日 㻝㻥㻝㻢㻝㻝㻜㻟 ※虫損あり

龍1 㻝㻝 楽車に付入用記 1冊 竪帳 㻞㻡㻚㻜 㻝㻣㻚㻜 若中・世話人 明治13年10月 㻝㻤㻤㻜㻝㻜㻥㻥 －－
龍1 㻝㻞 地車幕銀寄帳 1冊 横帳 㻝㻞㻚㻟 㻟㻠㻚㻞 龍間村若連中 文久3年10月20日 㻝㻤㻢㻟㻝㻜㻞㻜 －－
龍1 㻝㻟 地車幕銀寄帳 1冊 横帳 㻝㻞㻚㻣 㻟㻡㻚㻜 龍間村若連中 元治元年10月20日 㻝㻤㻢㻠㻝㻜㻞㻜 －－
龍1 㻝㻠 地車入用帳 1冊 横帳 㻝㻞㻚㻟 㻟㻠㻚㻜 龍間村 明治16年4月 㻝㻤㻤㻟㻜㻠㻥㻥 ※裏表紙虫損あり
龍1 㻝㻡 祭文寄付帳 1冊 横帳 㻝㻞㻚㻟 㻟㻟㻚㻡 竜間青年会 明治35年10月21日 㻝㻥㻜㻞㻝㻜㻞㻝 ※破損あり
龍1 㻝㻢 立太子礼奉祝につき名簿 1冊 横帳 㻝㻞㻚㻡 㻟㻟㻚㻜 龍間青年会中 大正5年11月3日 㻝㻥㻝㻢㻝㻝㻜㻟 －－
龍1 㻝㻣 青年会忘備録 1冊 横帳 㻝㻞㻚㻡 㻟㻠㻚㻜 －－ 大正元年10月 㻝㻥㻝㻞㻝㻜㻥㻥 ※シミ・汚れあり
龍1 㻝㻤 太鼓並びに鐘買求帳 1冊 横帳 㻝㻞㻚㻝 㻟㻟㻚㻤 龍間村若連中 明治20年1月 㻝㻤㻤㻣㻜㻝㻥㻥 －－
龍1 㻝㻥 花帳 1冊 横帳 㻝㻞㻚㻜 㻟㻟㻚㻡 龍間青年会 大正13年10月 㻝㻥㻞㻠㻝㻜㻥㻥 ※破れあり
龍1 㻞㻜 持車修復に付若中一統人足帳 1冊 横帳 㻝㻞㻚㻟 㻟㻞㻚㻡 若中総代 明治13年1月 㻝㻤㻤㻜㻜㻝㻥㻥 －－
龍1 㻞㻝 楽車就人足帳 1冊 横帳 㻝㻞㻚㻡 㻟㻟㻚㻜 龍間村若中 明治15年10月31日 㻝㻤㻤㻞㻝㻜㻟㻝 ※裏面に「龍間村若中」の記載

あり

龍1 㻞㻞 青年会会計簿 1冊 横帳 㻝㻞㻚㻣 㻟㻠㻚㻜 －－ 大正元年10月 㻝㻥㻝㻞㻝㻜㻥㻥 －－
龍1 㻞㻟 連名簿 1冊 横帳 㻝㻞㻚㻜 㻟㻟㻚㻟 龍間青年会 大正14年10月 㻝㻥㻞㻡㻝㻜㻥㻥 －－
龍1 㻞㻠 連名帳 1冊 横帳 㻝㻞㻚㻟 㻟㻟㻚㻜 龍間青年會 大正15年10月 㻝㻥㻞㻢㻝㻜㻥㻥 －－
龍1 㻞㻡 金寄帳 1冊 横帳 㻝㻞㻚㻡 㻟㻠㻚㻜 若中・世話人中 明治13年11月30日 㻝㻤㻤㻜㻝㻝㻟㻜 ※破損あり ※付箋あり
龍1 㻞㻢 会計帳 1冊 横帳 㻝㻞㻚㻞 㻟㻟㻚㻜 龍間青年會 大正15年10月 㻝㻥㻞㻢㻝㻜㻥㻥 －－
龍1 㻞㻣 財木寄進帳 1冊 横帳 㻝㻞㻚㻡 㻟㻠㻚㻡 若連中 弘化4年正月 㻝㻤㻠㻣㻜㻝㻥㻥 ※綴じ紐破損あり
龍1 㻞㻤 藁寄 1冊 横帳 㻝㻞㻚㻡 㻟㻠㻚㻞 竜間青年会 大正2年12月11日 㻝㻥㻝㻟㻝㻞㻝㻝 －－
龍1 㻞㻥 花帳 1冊 横帳 㻝㻞㻚㻟 㻟㻟㻚㻜 龍間青年會 大正15年10月 㻝㻥㻞㻢㻝㻜㻥㻥 －－
龍1 㻟㻜 藁寄覚帳 1冊 横帳 㻝㻞㻚㻡 㻟㻠㻚㻜 若中 明治26年1月3日 㻝㻤㻥㻟㻜㻝㻜㻟 －－
龍1 㻟㻝 花帳 1冊 横帳 㻝㻞㻚㻡 㻟㻟㻚㻡 龍間青年会 大正12年10月 㻝㻥㻞㻟㻝㻜㻥㻥 ※表紙汚れあり
龍1 㻟㻞 連名及び申送帳 1冊 横帳 㻝㻞㻚㻟 㻟㻟㻚㻡 龍間青年会 大正11年10月 㻝㻥㻞㻞㻝㻜㻥㻥 ※虫損あり ※未撮影
龍1 㻟㻟 連名及び花帳 1冊 横帳 㻝㻞㻚㻡 㻟㻠㻚㻜 龍間青年会 大正7年10月 㻝㻥㻝㻤㻝㻜㻥㻥 ※汚れあり
龍1 㻟㻠 連名簿 1冊 横帳 㻝㻞㻚㻡 㻟㻟㻚㻜 龍間青年會 大正8年10月23日 㻝㻥㻝㻥㻝㻜㻞㻟 ※破損あり
龍1 㻟㻡 御花集金帳 1冊 横帳 㻝㻞㻚㻠 㻟㻟㻚㻡 龍間青年會 大正11年10月22日 㻝㻥㻞㻞㻝㻜㻞㻞 ※破損あり
龍1 㻟㻢 会計簿 1冊 横帳 㻝㻞㻚㻞 㻟㻟㻚㻠 龍間青年會 大正15年10月 㻝㻥㻞㻢㻝㻜㻥㻥 －－
龍1 㻟㻣 会計及び花帳 1冊 横帳 㻝㻞㻚㻜 㻟㻟㻚㻜 龍間青年會 大正9年10月 㻝㻥㻞㻜㻝㻜㻥㻥 ※破損あり
龍1 㻟㻤 藁寄帳 1冊 横帳 㻝㻞㻚㻜 㻟㻞㻚㻜 竜間青年會 大正3年12月14日 㻝㻥㻝㻠㻝㻞㻝㻠 ※右上部に虫損あり ※破損

あり

龍1 㻟㻥 連名帳 1冊 横帳 㻝㻞㻚㻠 㻟㻠㻚㻟 －－ 大正元年 㻝㻥㻝㻞㻥㻥㻥㻥 ※虫損・破損あり
龍1 㻠㻜 花帳 1冊 横帳 㻝㻞㻚㻞 㻟㻞㻚㻢 龍間青年会 大正1□年10月 㻥㻥㻥㻥㻝㻜㻥㻥 ※虫損・破損あり
龍1 㻠㻝 太鼓張替寄進帳 1冊 竪帳 㻞㻠㻚㻟 㻝㻣㻚㻡 龍間方若連中 文久元年9月 㻝㻤㻢㻝㻜㻥㻥㻥 ※虫損・汚れあり
龍1 㻠㻞 買物帳 1冊 横帳 㻝㻠㻚㻜 㻞㻡㻚㻜 龍青年會 大正7年10月18日 㻝㻥㻝㻤㻝㻜㻝㻤 ※虫損あり
龍1 㻠㻟 入費勘定帳 1冊 竪帳 㻞㻡㻚㻜 㻝㻣㻚㻟 若中・世話人 明治14年2月14日 㻝㻤㻤㻝㻜㻞㻝㻠 －－
龍1 㻠㻠 買物帳 1冊 横帳 㻝㻞㻚㻠 㻝㻣㻚㻜 龍間青年會 昭和4年10月 㻝㻥㻞㻥㻝㻜㻥㻥 －－
龍1 㻠㻡 楽車蔵新築に付き入費計算簿 1冊 竪帳 㻞㻠㻚㻞 㻝㻢㻚㻤 龍間村世話人・若連

中
明治15年10月12日 㻝㻤㻤㻞㻝㻜㻝㻞 ※表紙によごれあり ※裏表

紙破れ・虫損あり
龍1 㻠㻢 若中花被下集帳 1冊 横帳 㻝㻞㻚㻠 㻟㻠㻚㻜 －－ 10月27日 㻥㻥㻥㻥㻝㻜㻞㻣 ※虫損あり
龍1 㻠㻣 諸入費勘定帳 1冊 横帳 㻝㻞㻚㻡 㻟㻠㻚㻠 北河内郡四條村大

字龍間方若中所有
明治29年12月22日 㻝㻤㻥㻢㻝㻞㻞㻞 ※破損

龍1 㻠㻤 楽車附不足金寄帳 1冊 横帳 㻝㻟㻚㻜 㻟㻞㻚㻞 若中 明治24年12月上旬 㻝㻤㻥㻝㻝㻞㻥㻥 －－
龍1 㻠㻥 花帳 1冊 横帳 㻝㻞㻚㻜 㻟㻞㻚㻢 龍間青年會 明治40年10月 㻝㻥㻜㻣㻝㻜㻥㻥 ※破れ有り
龍1 㻡㻜 御花帳 1冊 横帳 㻝㻞㻚㻡 㻟㻟㻚㻞 竜間青年會 明治42年10月22日 㻝㻥㻜㻥㻝㻜㻞㻞 －－
龍1 㻡㻝 青年会連名帳 1冊 横帳 㻝㻞㻚㻜 㻟㻞㻚㻡 －－ 明治41年10月22日 㻝㻥㻜㻤㻝㻜㻞㻞 －－
龍1 㻡㻞 諸入費扣帳 1冊 横帳 㻝㻞㻚㻡 㻟㻠㻚㻠 龍青年會 明治35年4月吉日 㻝㻥㻜㻞㻜㻠㻥㻥 －－
龍1 㻡㻟 諸買物入費帳 1冊 横帳 㻝㻞㻚㻠 㻟㻠㻚㻜 龍間若中 明治25年12月 㻝㻤㻥㻞㻝㻞㻥㻥 ※上部虫喰いあり
龍1 㻡㻠 連名帖 1冊 横帳 㻝㻝㻚㻥 㻟㻞㻚㻡 龍間青年中 明治39年10月22日 㻝㻥㻜㻢㻝㻜㻞㻞 －－
龍1 㻡㻡 金銭書上帖 1冊 横帳 㻝㻞㻚㻟 㻟㻞㻚㻜 －－ －－ ※表紙無
龍1 㻡㻢 連名簿 1冊 横帳 㻝㻞㻚㻝 㻟㻞㻚㻟 龍間青年会 大正12年10月 㻝㻥㻞㻟㻝㻜㻥㻥 ※下に虫喰い ※後ろ破れあり
龍1 㻡㻣 地車金寄扣帳 1冊 横帳 㻝㻞㻚㻞 㻟㻠㻚㻟 若中・惣代谷埜□次

郎
明治12年 㻝㻤㻣㻥㻥㻥㻥㻥 ※虫喰いあり ※後ろ破れあり

※貼り付け訂正あり（２個所３
枚）

龍1 㻡㻤 新地車ニ付入用帳 1冊 横帳 㻝㻞㻚㻡 㻞㻟㻚㻜 若中・世話人中 明治13年10月 㻝㻤㻤㻜㻝㻜㻥㻥 －－
龍1 㻡㻥 地車蔵に付入用記 1冊 横帳 㻝㻞㻚㻡 㻟㻠㻚㻡 龍間村若中連中 明治16年12月 㻝㻤㻤㻟㻝㻞㻥㻥 ※虫くい ※破れ
龍1 㻢㻜 連名帳 1冊 横帳 㻝㻞㻚㻠 㻟㻠㻚㻞 龍間青年會中 明治42年10月23日 㻝㻥㻜㻥㻝㻜㻞㻟 －－
龍1 㻢㻝 会計並ニ花帳 1冊 横帳 㻝㻞㻚㻡 㻟㻠㻚㻜 龍間青年会 大正10年10月 㻝㻥㻞㻝㻝㻜㻥㻥 －－
龍1 㻢㻞 会計簿 1冊 横帳 㻝㻞㻚㻟 㻟㻟㻚㻠 龍間青年会 大正12年10月 㻝㻥㻞㻟㻝㻜㻚㻥㻥 ※虫捐
龍1 㻢㻟 藁附扣帖 1冊 横帳 㻝㻞㻚㻜 㻟㻠㻚㻜 龍間青年 明治39年12月 㻝㻥㻜㻢㻝㻞㻥㻥 ※注損 ※汚れ ※破損
龍1 㻢㻠 若中連名帳 1冊 横帳 㻝㻞㻚㻡 㻟㻡㻚㻜 龍間方惣代 明治16年10月22日 㻝㻤㻤㻟㻝㻜㻞㻞 ※裏の上部破損 ※虫損
龍1 㻢㻡 連名帳 1冊 横帳 㻝㻞㻚㻜 㻟㻞㻚㻟 －－ 明治44年10月 㻝㻥㻝㻝㻝㻜㻥㻥 ※破損あり ※虫損
龍1 㻢㻢 諸入用勘定渡し帳 1冊 横帳 㻝㻞㻚㻤 㻟㻠㻚㻟 龍間邨 若中惣代

世話人諸中
明治14年3月15日 㻝㻤㻤㻝㻜㻟㻝㻡 ※虫損 ※こげ跡あり

龍1 㻢㻣 五穀野菜寄進帳 1冊 横帳 㻝㻞㻚㻡 㻟㻠㻚㻡 龍間若中想（ママ）
代

明治13年10月 㻝㻤㻤㻜㻝㻜㻥㻥 ※虫損

龍1 㻢㻤 藁附扣帖 1冊 横帳 㻝㻝㻚㻤 㻟㻞㻚㻡 龍間青年会 明治37年12月 㻝㻥㻜㻠㻝㻞㻥㻥 ※虫損
龍1 㻢㻥 諸入費勘定帳 1冊 横帳 㻝㻞㻚㻡 㻟㻠㻚㻜 四條村大字龍間

若中連中
明治32年10月22日 㻝㻤㻥㻥㻝㻜㻞㻞 ※虫損 ※破損

龍1 㻣㻜 藁寄覚帳 1冊 横帳 㻝㻞㻚㻟 㻟㻟㻚㻡 若中 明治26年1月3日 㻝㻤㻥㻟㻜㻝㻜㻟 ※虫損
龍1 㻣㻝 若中惣代廻簿 1冊 横帳 㻝㻞㻚㻡 㻟㻟㻚㻣 －－ 明治9年1月 㻝㻤㻣㻢㻜㻝㻥㻥 －－
龍1 㻣㻞 藁集簿 1冊 横帳 㻝㻞㻚㻡 㻟㻟㻚㻣 龍間方 若中 吉造 明治14年2月7日 㻝㻤㻤㻝㻜㻞㻜㻣 ※虫くいあり（欠損）
龍1 㻣㻟 獅子舞建立帳 1冊 横帳 㻝㻞㻚㻠 㻟㻠㻚㻠 龍間村 若連中 文政13年11月 㻝㻤㻟㻜㻝㻝㻥㻥 ※3丁目破損あり
龍1 㻣㻠 御花帳 1冊 横帳 㻝㻞㻚㻡 㻟㻠㻚㻜 龍間青年會 大正6年10月 㻝㻥㻝㻣㻝㻜㻥㻥 ※虫くい

（３）
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大

博

嗣

は
じ
め
に

大
東
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館
（
以
下
、
資
料
館
）
で
は
、
二
〇
一
五
年
か
ら
三
年
間
、
文
化
庁
文
化
芸
術
振
興
補
助
金
（
地
域
の
核
と
な
る
美
術
館
・
歴

史
博
物
館
支
援
事
業
）
を
受
け
、「
だ
ん
じ
り
を
活
か
し
た
地
域
共
働
事
業
」
を
実
施
し
、
二
〇
一
七
年
に
は
「
進
化
系
ア
ー
カ
イ
ブ
と
旅
す
る
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
事
業
」
を
実
施
し
た
（
１
）

。
そ
の
際
に
、
二
〇
一
六
年
十
一
月
に
大
東
市
龍
間
・
経
寺
地
区
の
だ
ん
じ
り
が
解
体
さ
れ
、
彫
物
と
共
に
、
関
連
す
る
幕
・

太
鼓
・
古
文
書
を
資
料
館
で
預
か
り
、
資
料
館
の
市
民
学
芸
員
と
共
に
そ
れ
ぞ
れ
調
査
を
行
っ
た
。

本
稿
で
は
、
預
か
っ
た
古
文
書
群
の
目
録
を
公
開
す
る
と
共
に
、
ど
う
い
っ
た
古
文
書
が
あ
る
の
か
、
簡
単
で
あ
る
が
、
紹
介
し
た
い
。

一
、
文
書
の
調
査
作
業
に
つ
い
て

今
回
、
こ
の
文
書
群
の
調
査
を
行
う
に
あ
た
り
、
当
館
の
市
民
学
芸
員
と
共
に
調
査
を
行
っ
た
。
調
査
に
至
る
経
緯
に
つ
い
て
、
詳
細
は
別
稿
（
２
）

に
記

し
て
い
る
が
、
市
民
学
芸
員
の
内
、
古
文
書
に
興
味
を
持
つ
方
々
が
集
ま
り
、「
古
文
書
探
し
隊
」
を
結
成
し
て
調
査
を
行
っ
た
。
古
文
書
自
体
触
れ
た
こ

と
が
な
く
、
調
査
方
法
も
わ
か
ら
な
い
方
が
多
か
っ
た
た
め
、
筆
者
が
作
成
し
た
調
査
カ
ー
ド
の
記
入
凡
例
を
作
成
し
、
そ
れ
を
も
と
に
説
明
し
、
基
本
二

人
一
組
の
チ
ー
ム
を
組
ん
で
、カ
ー
ド
の
記
入
を
行
っ
た
。
カ
ー
ド
の
作
成
が
終
了
し
た
時
点
で
、資
料
館
で
使
用
し
て
い
る
エ
ク
セ
ル
で
作
成
し
た
フ
ォ
ー

ム
に
カ
ー
ド
の
情
報
を
入
力
し
て
い
き
、
目
録
を
完
成
さ
せ
た
。

現
在
、「
古
文
書
探
し
隊
」
に
お
い
て
史
料
の
翻
刻
を
進
め
て
お
り
、
二
〇
一
八
年
五
月
時
点
で
、
七
十
四
点
中
四
十
点
が
翻
刻
を
終
え
て
い
る
。
今
後
、

確
認
と
校
正
作
業
を
経
て
、
史
料
の
写
真
と
共
に
ア
ー
カ
イ
ブ
化
さ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
公
開
を
目
指
し
て
い
る
。

二
、
文
書
群
に
つ
い
て

今
回
、
紹
介
す
る
文
書
群
に
つ
い
て
、
少
し
触
れ
て
お
く
。

今
回
の
調
査
で
、
文
書
群
は
、
点
数
が
全
部
で
七
十
四
点
確
認
で
き
、
江
戸
末
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
作
成
さ
れ
た
龍
間
・
経
寺
地
区
の
だ
ん
じ
り
に

関
わ
る
史
料
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
木
箱
に
収
め
ら
れ
た
文
書
は
、
七
十
四
点
の
内
四
点
が
竪
帳
で
、
残
り
は
全
て
横
帳
で
あ
る
。
ま
た
、
文
書
が
作

成
さ
れ
た
時
期
別
に
分
け
る
と
、
江
戸
期
が
五
点
、
明
治
期
が
三
十
八
点
、
大
正
期
が
二
十
八
点
、
昭
和
期
が
一
点
、
年
代
不
明
が
二
点
あ
り
、
史
料
の
ほ

⌙
史
料
ኰ
ʼ
⌚
ᱴ
᧓
ȷ
ኺ
ݢ
地
ғ
の
Ʃ
ǜ
ơ
Ǔ
᧙
̞
文
୿
に
ƭ
ƍ
Ư

（１）

と
ん
ど
が
明
治
・
大
正
期
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
確
認
が
出
来
た
。

文
書
群
の
内
容
と
し
て
は
別
稿
（
３
）

で
も
触
れ
て
い
る
の
で
、
詳
し
く
は
記
さ
な
い
が
、「
龍
間
青
年
会
」
の
名
簿
・
会
計
簿
が
多
く
、
そ
の
他
に
は
祭
礼

時
に
集
め
た
花
代
の
帳
簿
、「
藁
寄
帳
」、昭
和
天
皇
の
立
太
子
の
礼
が
執
り
行
わ
れ
た
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
十
一
月
三
日
に
龍
間
村
で
も
お
祝
い
が
あ
っ

た
ら
し
く
、
そ
れ
に
関
連
す
る
花
代
の
帳
簿
や
参
加
し
た
青
年
会
の
名
簿
（
龍
１
‐
１
０
、１
１
）
な
ど
が
現
存
し
て
い
る
。

こ
れ
に
加
え
て
、だ
ん
じ
り
に
関
わ
る
史
料
も
残
さ
れ
て
お
り
、文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
と
翌
年
の
元
治
元
年
に
作
成
さ
れ
た
幕
に
関
す
る
「
銀
寄
帳
」（
龍

１
‐
１
２
、１
３
）、
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
の
年
紀
が
入
っ
た
「
入
用
帳
」（
龍
１
‐
１
４
）、
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
に
作
成
さ
れ
た
だ
ん
じ
り

庫
に
関
す
る
帳
簿
（
龍
１
‐
４
５
）
な
ど
が
残
さ
れ
て
お
り
、
龍
間
青
年
会
の
歴
史
、
だ
ん
じ
り
の
歴
史
と
い
っ
た
、
江
戸
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て

の
龍
間
・
経
寺
地
区
の
様
子
を
知
る
上
で
貴
重
な
文
書
群
と
な
っ
て
い
る
。

お
わ
り
に

現
在
、
資
料
館
に
お
い
て
、
大
東
市
内
に
お
け
る
だ
ん
じ
り
関
係
古
文
書
の
所
蔵
を
確
認
し
て
い
る
保
存
会
は
四
ヶ
所
で
あ
る
が
、
こ
の
龍
間
・
経
寺
地

区
の
目
録
が
公
開
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
今
後
資
料
館
へ
、
保
存
会
か
ら
だ
ん
じ
り
に
関
す
る
文
書
群
の
情
報
が
寄
せ
ら
れ
る
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
、

幸
い
で
あ
る
。

謝
辞本

稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
龍
間
区
長

石
橋
博
壽
氏
、
な
ら
び
に
「
古
文
書
探
し
隊
」
の
み
な
さ
ま
に
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
。
記
し
て
、
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

「
古
文
書
探
し
隊
」（
二
〇
一
七
年
度
登
録
者
、
五
十
音
順
、
敬
称
略
）

氏
原
稔
夫
、
大
藪
庸
子
、
岡
島
怜
子
、
加
茂
伸
子
、
北
野
武
司
、
栗
山
登
志
子
、
黒
川
喜
和
子
、
田
里
孝
子
、
為
則
照
子
、
為
則
泰
明
、
中
下
志
津
子
、
中

村
義
之
、
林
田
惠
子
、
檜
垣
一
美
、
平
尾
和
久
、
平
尾
寿
美
子
、
前
田
喜
久
子
、
前
田
幸
子
、
水
永
八
十
生
、
和
久
田
隆
夫

Ⓝ
１
Ⓞ
事
業
の
詳
細
な
内
容
に
つ
い
て
は
⒕
↏
⇂
じ
↹
を
活
か
し
た
地
؏
σ
΁
事
業
報
告
書
⒖
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・
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・
⃿
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↏
⇂
じ
↹
を
活
か
し
た
地
؏
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΁
事
業
実
行
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員
会
ዻ
⒍

ʚ
⅟
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・
一
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化
系
ア
⒲
カ
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ム
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業
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進
化
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旅
す
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ジ
ア
ム
事
業
実
行
委

員
会
ዻ
⒍
ʚ
⅟
一
ο
Ⓞ
を
参
照
さ
れ
た
い

Ⓝ
２
Ⓞ
Э
ਫ਼
ᚯ
１
ਓ
ᆜ
⒓
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間
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ኺ
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地
ғ
の
↏
⇂
じ
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↭
つ
わ
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文
܌
Ӫ
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؏
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進
化
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⒲
カ
イ
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る
ミ
⒭
⒲
ジ
ア
ム
事
業
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２
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年
度
事
業
報
告
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部
ᇹ
ʚ
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Ⓞ
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